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  南⽶のアマゾン地域では，開発による森林破壊が
急速に進⾏した結果，全⾯積の１０％以上が現在も荒
廃地として放棄されている。荒廃地の森林回復には，
適切な樹種の選択とその育苗⽅法の確⽴が不可⽋であ
る。そこで，苗畑で⽣育する数樹種の苗の光合成特性
を調べ，樹種特性と育苗条件（特に光環境）を検討し
た。
  材料には，ブラジルの国⽴アマゾン研究所の苗畑
（５０％遮光）で⽣育するバルサ（Ochroma
lagopus Sw），セドロ（Cedrela odorata），マホガ
ニー（Swietenia macrophylla），パウホーザ
（Antiba rosaeodora），クマル（Dipteryx
odorata）の計５樹種の苗（1年⽣）を⽤いた。これら
の苗から⼗分に成熟した菓を選び，携帯型光合成測定
装置（⽶国Li-Cor杜，LI-6400）を⽤いて，光強度，
⼆酸化炭素濃度を段階的に変化させて光合成速度を測
定した。
 

表１．最⼤光合成速度（Pnmax），⼆酸化炭素飽
和時の最⼤光合成速度（Pnsat），葉内⼆酸
化炭素（Ci）と光合成速度（Pn）の初期勾

⾣⼰（Pn/Ci）

  最⼤光合成速度（Pnmax）は，陽性で成⻑の早い
バルサが最も⾼く，セドロ（中性で成⻑中庸），マホ
ガニー（やや陰性で成⻑中庸），パウホーザ（不
明），クマル（陰性で成⻑遅い）の順で，各樹種の⽣
態的特性を反映していた。光合成能の⽬安となる⼆酸
化炭素飽和時の光合成速度（Pnsat）及び葉⾁⼆酸化
炭素（Ci）と光合成速度（Pn）の初期勾配（Pn/Ci）
もバルサ，セドロが⾼く，マホガニー，パウホーザ，
クマルが低かった。光合成がゼロになる光補償点や光
合成が最⼤になる光飽和点は，いずれの樹種もこれま
で調べた熱帯樹種と⽐べて低い範囲にあり，陰葉の特
性を⽰した。
  以上の光合成特性から，パウホーザ，クマルは陰
性で光合成能が低く，裸地植栽には不適と考えられ
る。苗畑では通常５０％遮光下で育苗を⾏っている
が，バルサ，セドロ，マホガニーの場合，この光条件
では⽐較的陰性の葉を展開しており，強光，乾燥など
のストレスを受けやすい。裸地植栽後の活着率と初期
成⻑を⾼めるには，植栽前に苗を強光や乾燥に馴化さ
せて耐性を⾼めるハードニング処理を⾏う必要があろ
う。
 

図１． 光強度と光合成速度の関係
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